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出典：日本エネルギー経済研究所

○ 他の化石燃料に比べ、可採年数が長く、賦存地域も分散していて供給安定性が高い。

○ 石炭は、原油、LNGに比べ価格は低位で安定（原油：２．７倍、ＬＮＧ：３．５倍）。石
炭火力の発電コストは、LNG火力に比べ燃料費で優位。

○ 石炭は単位当たりのＣＯ２発生量が、他の化石燃料に比べ多いことから、クリーンな利用
が求められる。
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［地域別資源埋蔵量］
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０．石炭の位置づけ（石炭と原油、ＬＮＧの比較）
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［世界のエネルギー需要見通し ］

［世界の発電電力量見通し］

出典：IEA, “World Energy Outlook 2014”

［主要国の発電電力量構成比（2012年）］

○石炭は、世界のエネルギー需要の１／４程度を占めており、２０４０年に向けて約１．1倍に、また発電
電力量の４０％以上を占めており、２０４０年に向けて電力量は約１．3倍になる見通し。
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０．石炭の位置づけ（世界のエネルギー資源と石炭）



出典：総合エネルギー統計（2013） %は構成割合。

一次エネルギー供給
震災前との比較

エネルギー源 2010→2013

再エネ（水力除く）
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０．石炭の位置づけ（一次エネルギー供給構造の変遷）
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０．石炭の位置づけ（新しいエネルギーミックス）


